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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第２回西脇市男女共同参画審議会  

開催日時  令和５（ 2023）年２月 21日（火）  

午後１時 30分～２時 40分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１  

出 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
８人  

欠 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
３人  

出席職員の職・名前

又は人数  
６人  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  １人  

議題又は協議事項  ⑴  令和５（ 2023）年度男女共同参画センター事

業 (案 )について  

⑵  「町・町内会・自治会における女性活躍推進

状況アンケートの実施結果について  

会議の記録（概要）  

発言者   

○  開会  

 

○  委員委嘱  

 

〇  委員自己紹介  

 

○  会議成立の報告  

委員８人の出席により会議成立の報告  

 

○   傍聴者について  

傍聴者１人の報告  

 

○  会長あいさつ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

事 務 局  

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○   議事⑴  令和５（ 2023）年度男女共同参画センター

事業（案）について  

  資料１に基づき、事務局（男女共同参画センター）  

から説明  

 

 事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、事業開催にあた

り参加者を募るのが難しかった。本日のような会議も書

面が多かったが、少しずつ開催できるようになってきた

印象を受ける。  

 先日、性の多様性についてのセミナーを実施したが、

多くの方に参加いただき、有意義な時間を過ごすことが

できた。コロナ禍であっても活動し、もっと深く関わっ

ていきたい。講師の話を聞いていると分かっているよう

で分かっていないことが多いと実感した。常に更新され

ていくものなので、もっと勉強しないといけないと感じ

た。  

 

ＬＧＢＴ等については、大学でも話し合う機会がある

が、自分の知らない言葉・単語が次々と出てくる。それ

だけ多様化しており、該当する学生もあり、また、口に

できる雰囲気も多くなってきた。開催する側も常にアッ

プデートしていかないといけない。  

学校の現場ではどうか。  

 

学校では、中学校の制服を考えている最中である。将

来的には、動きやすいブレザー等に変えていく予定だが

その過渡期にある。女子生徒の制服はスカートではなく

来年度からスラックスも選べるようになってきた。ＬＧ

ＢＴ対策に加え、寒さ対策等実用性を重視して自分で選

べるように展開されてきている。スラックスについては

男性用のものをそのまま流用するのではなく、女性の体

形に合わせて着用できるよう配慮している。  

性の多様性等については、学校内（職員室のなか）で

は、十分気を付けて対応していく必要があるということ

は常々話をしている。  
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会 長  

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起業セミナーがとても人気だと聞いている。どのよう

な分野で起業を検討する方が多いのか。  

 

どの分野というのは、特に決まっていないように感じ

ている。起業をする方は様々で、「好きなこと、趣味を

生かして仕事をしたい。」という方、「学んできたこと

を生かしたい。」という方がいる。  

 私が起業支援をしている方々は、夫の扶養を外れて本

格的に仕事をしたい（私が家計を支えていく）という方

より、「自分でやりたいことがあるが、どうしたらよい

か。」と悩む方が多い。やっていくうちに、無理だと思

っていたことが、考え方、やり方によっては、形になる

というところで一歩踏み出す方が多い。  

 

好きなことをやっていて、もっと大きなビジネスにな

りそうな予感がする方々もおられるのか。  

 

ビジネスの中身という訳ではなく、本人次第であると

思う。それと、家族の協力が大事である。男性だから、

女性だからと分けたくはないが、女性の起業は夫の理解

を得るところから始まる。仕事になるのかどうかという

ところについては、男性と女性とでは、捉え方が違う。

女性の場合は「自立して、人と繋がり、趣味として見ら

れたくないから仕事としておきたい。」と考える。だか

ら開業届を出したいという方が多い。そこに辿り着くま

でには、ひとつずつ周りのものを整理していく必要があ

る。  

 

私も起業女性の一人で、事業を始めて 10年になる。当

初は、どこまでできるかという不安があったが、我が家

に関しては、家族が応援してくれているというのがあり

洗い物をしてくれたり、家のことをしてくれたりと全面

協力してくれている。私は恵まれていると思う。私の仕

事の収入が生活費にということではないが、私も働いて

いるのに書類にある職業欄に主婦と書くことにどこか違

和感があった。開業届を出すことで、職業のところに  

「菓子製造業」と書けた時はすごく嬉しかった。自分の

職業を書けるということは、女性の起業をされる方にと
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会 長  

 

 

 

委 員  

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

ってとても強い意味があるのだと思う。  

 

どのような分野でも、男女共同参画についての意識が

重要である。  

ＰＴＡの会議等ではどうか。  

 

ＰＴＡもコロナの影響で色々な事業が中止となったが

徐々に開催できるようになった。  

 

では、議事⑴についてお諮りする。議事⑴「令和５  

（ 2023）年度男女共同参画センター事業（案）」につい

て資料１の内容のとおりとしてよいか。  

 

<挙手全員 > 

 

 挙手全員のため議事⑴「令和５（ 2023）年度男女共同

参画センター事業（案）」については、提示いただいた

資料のとおり進めていただきたい。  

 

○   報告⑴  「町・町内会・自治会における女性活躍推

進状況アンケート」の実施結果について  

  別紙１に基づき、事務局から報告  

 

事務局から説明いただいたが、意見、質問はないか。  

 

「町・町内会・自治会における女性活躍推進状況アン

ケート（以下「アンケート」という。）」で未回収が 22

自治会あるが、提出していない自治会は、女性活躍に前

向きでない感じだろうか。偶然なのだろうか。  

 

偶然であると思う。  

 

区長会での雰囲気はどうだろうか。  

 

先日、連合区長会に参加したが、アンケートの回収率

が低いという意見があった。また、アンケートの【設問

１】②で区長、副区長、会計等の役員ではないが、委員

会等では、女性が活躍しているのではないかという意見
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会 長  

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

委 員  

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

もあった。委員会を【設問１】①の役員総数に含んでい

たら、もっと女性が活躍されているのが見えてくるので

はないかと思う。  

 

女性が活躍しているということでよいのか。  

 

委員会組織として女性が活躍しているということであ

る。  

私の考えとしては、町の役員に女性が半数入ってもら

えると、女性の意見や考え方が反映されて町の運営にと

っては、良いのではないかと思っている。同じようなこ

とを考えている区長が多いというのも【設問７】の「女

性の登用を推進したいと思う」という回答で「 1.思う」

と回答される方が９割近くいるということが見て取れる

ため、今後進んでいくのではないかと思う。  

 女性が１人入ると入りやすくなり、次へ繋がるのでは

ないかと思う。  

 

区長会でそのような話がでたのはこのアンケートがあ

ったからか。  

 

このアンケートがなかったら、このような話はしてい

なかったと思う。  

 

そういった意味では、このアンケートをやってよかっ

たと思う。互いに情報のやりとりをすることで、実にな

ることがあるかと思う。  

 

【設問１】③で婦人部組織が「ある」と「ない」で半

数ずつを占めているが、組織があると良い方向に転じる

のか、悪い方向に転じるのかどちらだと考えるか。  

 

私の町では、婦人会をなくして、女性会としている。  

女性は複数であれば、参加してもらいやすいというのが

根底にある。区長として「女性に入ってもらいたい」と

いう話をしても、「複数でないと入ってもらえない」と

いう声もあるが、複数でも入ってもらえていない現状が

ある。女性のエネルギーを町の運営に生かしてもらいた
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会 長  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

い。  

 

女性は一人だと男性組織の中では、なかなかパワーを

出しづらい。複数だと全然違う。パワーを生かせる仕組

みをつくってもらえたらと思う。  

ほかに意見はないか。  

 

隣保長は世帯主がするということで、ほとんど男性が

している。会議には夫が出席していたが、それ以外の隣

保長の仕事は全て私（妻）が担っていた。私は隣保長の

会議にも出席する気満々でいたが、会議には夫がいくと

言って出席していた。隣保長も全て男性だと思うのでそ

の中から女性の区長を選出するのは無理ではないかと思

う。  

夫の代わりに私が会議に参加することがあったが、そ

の時はたまたま女性が３名参加していて、区長が「本日

は嬉しいことに女性が３名も来てくれている」言ったの

を聞いて、まだまだ先は長いと感じた。  

 

突然、女性の区長を選出することは難しいと思うので

女性の委員が増えていき、どんどん役員にも女性がなっ

ていってほしいと思う。  

民生委員はどうだろうか。  

 

去年の 12月の改選で約３分の２が新任だった。私もそ

うである。男女比は半々か女性が少し多いぐらいである

私の地区では、民生委員は２人いるが、引き受ける方が

いなくて、役員と区長が引き受けた。  

 

私の町内でも区長は男性で、民生委員は女性、という

ようなカテゴリーが出来上がっている。後任を探す時、

民生委員であれば、決められたかのように女性を探す傾

向にある。主の民生委員が女性であれば、残り２人の協

力員も女性というような、自然とそうなってしまってい

る。  

【設問５】の「自治会役員に女性が就くことが難しい

理由」で、「女性自身の意識」と回答した 33名はおそら

く男性である。そう思う、と勝手に決めているのではと
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会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

委 員  

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

考えてしまう。  

また、私（妻）が会議に出席すると「今日は夫は用事

か。」と言われることがあったが、そうではない。この

ような風潮にあり、体制が古く、凝り固まっている部分

がある。  

 

セミナーで聞いたある会社の話だが、上司から「次期

課長や部長にならないか。」と聞かれた時に、女性は  

「私には無理です。」と言う。男性にどうかと聞くと、

最初は「出来ません。」と言うが、上司は「サポートす

るから大丈夫だ。」と男性には声をかける。一方、女性

に対しては「そうだよね。」で終わってしまう。日本の

社会では、最初に推薦された時に引き受ける人の方が、

珍しいケースではないかという話があった。後押しが重

要になってくるのではと考える。  

 

介護等の部分で女性の負担がまだまだ大きいところが

ある。区長の仕事はとても忙しい。女性が同じことをす

るには家事等を夫にサポートしてもらう必要がある。  

 

根底から変えていかないといけない と思う。  

 

本日配布した資料の「自治会等の役員に女性を登用し

た場合助成金を給付する」という事例についてはどう思

われるか。  

 

ここまでしないと動けないのかという印象である。  

 

私としては、基本的には反対であるが、ここまでしな

いと無理なのではと思う。企業は役職に就くと給料が支

給されるが、町の役員はボランティアである。そのよう

な意味で、助成金を給付するというところに違和感があ

る。自治会は助成金が欲しいから女性を増やしたという

のではなく、女性の意見を聞きたいから入ってもらいた

いのである。ただ、このような助成がないと入ってもら

えないという現状に複雑な思いである。  

 

自治会に助成金が入るからやりたいという女性は少な
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会 長  

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

 

委 員  

 

 

 

 

会 長  

 

委 員  

 

会 長  

 

委 員  

 

 

 

会 長  

 

 

 

事 務 局  

 

 

いと思う。  

 

規定を変えたり、組織を変えたりするのにお金がかか

る時に助成金があれば、女性が入りやすくなるといった

ようなＰＲの仕方だと思う。  

 

資料にある自治体の場合は、役員を選ぶ際に、女性が

入りやすくなる方法を規定から変えていったらどうかと

いうところの助成であると感じる。規定を変えるのには

そこまで費用はかからないと感じる。  

 

自治会からすると、助成はいらないものなのか。  

 

あまり必要と感じない。助成があったとしても使い方

が分からない。  

 

私のところは認可地縁団体なので、女性を登用しよう

とすると規定自体を変えないといけない。今のところ、

世帯主ではなく世帯の代表一人が投票権を持っているた

め、ある程度女性が票を獲るが、上位ではない。  

 

規定を変えようとは思わないのか。  

 

変えても、「女性枠」というのを作らないと難しい。  

 

「女性枠」というのも良いと思うし効果的だと思う。  

 

役員の任期は、一期が２年である。サイクルを変更す

る案や役員の年齢を繰り下げるといった議案を出して総

会にかけようとしている、といった段階である。  

 

 貴重な意見をいただき、お礼申し上げる。  

事務局は各委員からいただいた意見等を、今後の運営

に反映させていただくようお願いする。  

 

○  その他  

議事録はホームページ等で公開予定である。  
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○  閉会  

問合せ先  西脇市都市経営部企画調整課  

男女共同参画センター  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 

 


